
（３）DXの推進状況

熊本県立大学ではDXグランドデザインに基づく大学DXに取り組んでいます。
教育／研究／事務のスコープのうち、今年度は、教育DXを重点的に推進しています。
令和５年度は、教育DXの基軸となるラーニングアナリティクス（LA）により、
データに基づく（データドリブンな）学修支援等を形にしていきます。

R5

R4 強靭な情報ネットワーク基盤の構築
・学内ネットワークの増速(10倍)／Wi-Fi設置数を3.5倍に増強
・セキュリティ向上（ネットワークの目的別分離）
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LA基盤の構築
・データ分析基盤（データウェアハウス）の構築
・データ可視化基盤（ダッシュボード）の構築

LMSの構築
・学修管理の実施
・アクティビティの蓄積

データ分析人材
２名(研究者)

蓄積

分析

データ分析基盤
（データウェアハウス）

結果
データ可視化基盤
（ダッシュボード）

可視化

教職員

課題提起 提供

フィードバック・改善

データドリブ
ンでの、

・学修支援
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※グランドデザインに掲げる取り組み項目20項目のうち、 R4までに基盤構築を含めて12項目が完了している。

LMS
(学修管理システム)

学修ログ蓄積
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